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カを
国手

韓
関

毒 事 事 事 国

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
職
業
か
な

年

令

は

荷

歳

の

入

が

多

い

か

な

」

帝
京
る
十
均
一
日
に
は
、
金
回
尚

一
斉
に
凶
同
勢
欄
間
授
が
行
な
わ
れ

パU
1

ま
す
。附

開
融
問
割
問
官
就
除
、
五
年
ご
と
に

Z
L

行
な
わ
れ
る
用
問
り
も
っ
主
も
務

忍
£
本
的
引
な
絞
枇
肝
機
牽
で
、
会
関
は

翻

も

ち

ろ

ん

霊

童

、

草

川

刊

h
V
ど
主
の
人
口
む
大
き
き
ゃ
田
内

山
則
女
、
年
令
、
級
輸
到
な
ど
ね
人
口

官
伯
母
構
成
常
務
ら
か
に
す
る
も
の

A
a

マ
ナ
。

わ

今

年

の

翼

線

章

、

主

民
円
四
九
年
に
第
ご
総
謁
揖
棋
が
行
な
わ

R
お
れ
て
以
来
五
十
年
自
に
あ
た
手

4
1

ま
す
。

fM

附
附
融
問
剖
間
交
的
続
出
部
は
、
問
酬
や

計
叫
務
道
府
娘
、
宮
市
町
村
な
ど
が
数

d
A

実
住
宅
、
労
像
、
濃
淡
衛
生

C
M

絵
綾
附
閥
均
知
、
交
淡
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
問
問
織
の
対
熊
金
た
て
る

、
，
場
合
に
欠
か
ず
と
と
の
で
き
な

れ

3
L
い
資
制
特
k
な
ち
ま
え
た
と
え

ば
、
新
し
く
学
校
売
た
て
た
ち

保
健
一
併
を
作
っ
た
ち
、
選
絡
叫
制

緩
あ
る
い
は
住
宅
問
織
を
緊
縛

す
る
務
会
に
も
校
名
に
つ
い
て

の
盗
暗
躍
な
州
都
叫
引
が
必
擦
に
な
っ

て
き
ま
す
。

品
村
に
品
取
添
就
職
職
や
山
山
か
せ
ぎ

な
ど
で
農
品
刊
か
ら
却
都
市
へ
移
動

す
る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
の

こ
れ
ら
構
成

H

実
態
を
把
握
し
て
市
民
の
市
政
H

で
、
市
町
村
の
人
口
の
大
量
容

や
、
崩
封
女
、
年
ム
明
、
滋
幾
な
ど

の
構
成
が
か
な
号
変
申
て
曽
て

い
る
主
考
え
ら
れ
ま
ナ
。
問
問
融
宵

朝
間
官
続
減
、
こ
れ
ら
の
出
先
織
も
定
紛

ら
か
に
し
、
そ
の
対
鰍
離
を
時
障
で

る
上
で
の
資
料
と
な

p
ま
ず
。

各
家
問
慨
に
は
、
八
万
二
十
絢

お
か
ら
国
同
掛
川
側
関
賓
の
糊
納
骨
調
孫
が

お
う
か
が
い
し
て
潟
変
察
へ
の

総
入
を
お
緩
い
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

間
同
勢
楠
納
骨
盤
は
、
だ
機
関
百
万

人
に
め
ぼ
る
k
予
知
泊
さ
れ
る
日

本
的
余
人
"
を
岳
山
岡
笠
斉
に
、

も
れ
な
く
潟
援
す
る
大
一
幾
様
な

摺
閥
変
で
す
香
と
の
糊
純
愛
令
市
沼
会

v
h

出
先
挺
す
る
た
め
に
は
、
仲
間
売

10月18

市
の
人
自
は
剤
入
で
し
ょ
う

懸

賞

市
復
附
川
で
は
、
問
問
抽
内
線
登
の

骨
骨
縄
問
也
被
隣
同
る
た
め
我
孫
子
申
引
の

品
部
仲
間
人
口
は
何
人
か
策
協
同
町
皆

様
か
ら
当
て
て
い
た
だ
く
料
開
質

を
募
柏
措
い
た
し
ま
す
。

A
V
閥
附
緩
腕
崎
山
相
m
間
十
五
年
凶
勢

咽
阿
世
艇
に
よ
る
本
格
十
月
一
関

午
前
等
特
滋
在
の
稔
孫
子
前

向
に
ふ
だ
ん
佼
ん
で
い
る
人

m
U

予
想
数

〈V
閣
制
齢
制
官
製
ハ
ガ
キ
・
に
予
却
制

人
口
、
桧
所
、
氏
名
、
年
ム
す

絞
薬
師
問
自
仙
れ
り
と
と

A
V

線
級
昭
和
限
十
玄
年
九

晃一一一十時
M

消
印
の
あ
る
も
の

ま
で
脊
効

A
F
阿
う
携
で
す
。
現
在
の
殺
孫
子

は
ど
の
よ
う
な
潟
で
あ
る
か
将

来
は
ど
の
よ
う
な
務
に
な
号
、

皆
さ
ん
の
'
約
め
た
税
金
は
ど
の

よ
う
に
佼
わ
れ
て
い
る
か
も
こ
れ
に
つ
い
て
市

民
的
皆
さ
ん
は
長
な
剣
山
り
、
官
持
を
胤
聞
け
て
ふ
府
政

に
参
加
謝
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
怒
い
ま
す
。

務
執
棋
会
の
本
会
議
キ
」
後
総
し
た
い
万
は
紛

議
会
務
務
時
帽
に
ゆ
し
山
山
ら
れ
れ
ば
簡
単
な
。
乎
続

き
で
傍
燃
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
俊
一
傍
陪
聴
し
て
い

た
だ
き
た
い
主
思
い
ま
す
。

定
例
市
議
会
は
九
月
十
八
日
か
ら

傍
臆
に
L
P

い
で
く
だ
さ
い

中
期
総
銭
円
行
以
後
の
出
品
抑
制
市
議
会
{
即
時
初
期
十

一
立
学
繁
一
ニ
閥
的
滅
的
会
〉
は
、
衰
の
主
お
り
九
月

十
八
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
会
綴
十
一
一
円
打

開閉
h
k
も
っ
て
深
か
れ
ま
す
。
と
れ
は
九
月
七
日

の
議
会
運
数
議
員
会
に
お
い
て
決
っ
た
も
の
で

す。
市
議
会
は
、
間
関
口
M

の
市
山
内
の
挙
措
棚
、
緩
み
よ
い

生
活
期
成
後
を
作
為
た
め
に
+
郎
氏
の
代
表
け
か
綴
し

A
V
あ
て
先
我
孫
子
市
稔
孫
子

一
、
八
浪
人
被
総
技
館
関
子

市
役
協
期
総
務
消
印
絞
計
係

A
V
情
的
背
骨
資
綴
我
孫
子
市
内
に

臣
出
ル
悼
す
る
地
帯
、
た
だ
し
、
総

孫
子
市
投
開
前
向
払
員
お
よ
び
、

そ
の
家
族
は
除
く

A
V

入
業
淡
党
我
団
関
F
T
也
市
で
発

殺
す
る
人
口
に
よ
り
入
賞
者

を
決
W
Aす
る

A
V
貨
同
閣
官
崎
中
審
の
な
い
談
合

持
拡
蕊
畿
に
近
い
殺
を
も
っ
て

入
笈
者
と
し
ま
す
a
入
賞
者

に
は
記
念
日
概
念
お
送

p
し
ま

す
A
V
臨
時
表
十
一
月
発
渓
予
開
品
、

め
待
機
的
ど
相
暗
然
と
ど
協
力
が

や
は
ち
必
擦
で
す
。

来
る
十
月
丁
目
止
を
錦
し
て
行

な
わ
れ
る
同
開
勢
線
殺
で
は
、
も

れ
な
く
潟
育
課
淡
に
ど
お
入
く
だ

さ
る
よ
う
お
額
い
い
た
し
ま

ず。
{参考 rtrの人口捻移
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事長総 125人 116人 241人

四
小
の
体
育
館
建
設
始
ま
る

完
成
は
来
春
の
予
定

我
孫
子
総
隊
小
学
校
同
弘
、
昨

年
絞
め
校
舎
滋
鍛
工
事
に
警
句

今
年
波
持
組
絞
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
品
持
管
制
繍
慾
設
に
務
端
ず

い
た
し
ま
し
た
。

相
時
ヱ
式
神
仙
、
八
月
一
一
日
十
一
H
H

市
長
、
議
長
、
教
育
務
員
長
、

文
教
掻
払
間
後
災
長
抽
出
柏
駅
減
目
先
生

P
T
A会
長
官
ん
ガ
な
ど
間
関
係

者
の
出
同
府
舶
の
も
と
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

本
人
宛
遜
知
却
し
ま
す

。
そ
の
品
問
慾
妓
採
集
に
か
か

わ
る
人
仰
の
問
問
い
合
せ
に
は

一
切
開
問
答
い
・
叫
ん
し
ま
後
ん
。
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市
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間
約
二
六

C
i
一
一
株
式
会
制
判

長
ハ
森
川
工
務
附
闘
が
、
一
ム
梯
洲
一
一
千

九
百
一
一
十
万
円
で
務
久
ま
し

た。-
X
W静
内
容

鉄
筋
一
一
段
総
一
様

コ
際
七
回
0
2
m

一一問中ハ一一

会
千
九
必
計
八
O
一
一
・
五
。
誠

〈
潟
勤
務
、
都
持
台
、
総
祭
、

到
汁
活
作
門
削
、
使
協
問
、
静
仲
育
部
材
隠
州

議
、
更
次
議
、
放
滋
滋
で
ク

ラ
ブ
議
)

掛
川
務
総
機
バ
A
ケ
ク
ト
岡
市
金

品
切な

お
、
発
成
は
品
市
年
三
月
十

時M
の
予
廷
で
す
。

県
公
害
防
止
条
例
説
明
会

九
月
二
十
八
日
柏
公
民
館
で

子
端
部
県
で
は
、
開
閉
和
三
十
八

布
中
に
公
樹
慌
時
抑
止
条
捌
間
宮
制
定
潟

行
し
、
公
意
向
の
時
抑
止
、
措
附
伐
の

世
拙
絞
め
揃
哨
抽
躍
を
M
阿
る
た
は
旧
公
療

対
策
を
捻
滋
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
後
生
中
燦
活
動
の
潟
醐
説

化
、
ム
ズ
制
組
欄
腕
化
が
遂
行
し
、
対

衆
と
ず
る
公
燃
の
時
時
相
関
お
よ
び

批
判
燃
に
つ
い
て
も
予
防
議
震
な

中
ふ
と
し
て
絞
本
的
に
検
勘
仰
を

お
え
、
附
附
和
隠
十
二
年
に
公
後

品
川
祭
議
本
持
械
を
制
制
定
し
ま
し

た。
と
の
中
点
的
問
を
も
り
と
み
県
条

例
の
会
前
前
向
波
紋
を
本
年
附
問
見

に
行
な
う
と
と
も
に
、
本
培
九

月
一
一
十
九
日
H

か
ら
完
全
策
搬
す

る
こ
と
に
な
ち
ま
し
た
。

こ
の
祭
条
例
母
施
行
に
あ
た

っ
て
は
、
開
府
が
燐
む
よ
う
と
す

る
公
害
防
止
掛
施
策
に
つ
い
て
広

く
潟
向
測
さ
せ
関
川
淡
に
実
絡
な
隠

れ
ツ
た
い
k
添
い
ま
す
。

と
の
た
め
A
Y緩
品
諮
問
閉
会
を
次

の
主
お
ち
行
な
い
ま
す
。

ぬ
即
日
持
九
万
二
十
八
日
H

午
後

一
終
か
ら
m
出
絡
ま
で

品
加
議
所
総
公
民
館

ま
た
、
時
持
棚
側
に
つ
い
て
は
市

役
所
係
機
衛
生
緩
ま
で
悶
附
会
し

て
く
だ
さ
い
。
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一
村

一
口
μ

、，1
i

q
〆い

一
時

↑
品
開
…
…
所
か
ら
吃
る
つ
つ
ミ
い
を

…
ボ
ザ
パ
ケ
ツ
な
初
回
加
し
て
〈
判
撚

一
一
一
関
〉
伽
収
集
し
て
き
ま
し
た

一
が
、
色
々
の
潟
市
凶
で
十
月
刊
日

日
付
一
か
ら
袋
詰
め
絞
築
中
刀
法
に
切
り
'

発
替
え
ま
す
の
で
問
閥
次
ど
協
力
く

柑
ど
さ
い
。

町
山
門
胤
筑
帥
陶
収
集
の
創
刊
ぃ
ぷ
〉

3

1
、
集
街
泌
が
場
所
を
と
ら
な

山
仰
い
の
で
幾
分
で
も
塗
鴻
の
安

哨
刷
会
が
は
か
れ
る
。

々
2
、
だ
し
っ
ぱ
な
し
で
す
む

一
〈
と
り
こ
み
、
水
淡
い
な
ど

…

8
手
燃
が
は
れ
掛
け
る
V

一

3
、
綴
込
み
作
索
ぷ
山
容
易
で
柑
朝

一
製
品
朝
日
調
締
ダ

γ
プ
で
紋
曲
離
で
き

一
る
よ
う
に
な
哲
、
汚
水
白
球

-」

コ
ミ
の
P

誌
牧
集
を
開
始

指
定
の
専
用
袋
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

関
も
な
く
な
る
れ
本
竜
佼
協

入
分
か
ら
れ

1
タ
ザ
i
A
A合

物柑削減ダ

γ
プ
仁
川
w
h
J
叫
甘
え
つ

つ
あ
哲
ま
す
)

4
、
擦
立
投
獄
常
備
切
で
の
「
ハ

ヱ
い
の
発
生
防
化
対
策
も
容

易
と
た
ち
づ
ミ
も
欽
ら
ば
ら

に、。
t
L
 

5
、
ポ

F
パ
ケ
フ
等
幅
制
鋭
的
問
な

容
器
は
新
た
に
脚
詞
う
場
合
以

綴
絡
も
後
れ
ツ
ま
す
が
‘
幅
制
定

の
「
ご
み
整
闘
用
品
説
」
は
一
後

十
一
一
関
け
で
す
の
マ
た
や
す
く

翼
え
ま
す
L
，
一
切
の
手
間

が
か
か
れ
ツ
ま
せ
ん
。

後
姉
闘
の
ポ
9
バ
ケ
ツ
収
集
に

し
て
も
裁
縫
し
た
災
俸
を
後
間
m

u: あ報一一一一一(多喜三重量務自立物~g1iT) …一一一一 …一一…一広

し
な
い
で
柴
山
付
場
務
付
近
の
方

に
泌
総
を
か
け
る
と
と
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
後
紡
め
の
場

A

円引

は
、
絡
に
為
h
Zあ
わ
殺
の
総
い

袋
を
利
回
剤
寄
れ
る
こ
と
が
闘
部
品
崎

容
れ
ま
す
の
で
、
嶋
制
問
此
さ
れ
た

「
ゴ
、
?
等
閑
州
知
ご
を
使
級
ず
る

こ
と
は
も
ち
み
ん
、
初
出
用
方
法

も
袋
の
後
一
滋
に
目
出
入
さ
れ
て
い

る
法
書
官
一
が
き
に
縫
っ
て
く
だ
語

、。L お
互
い
に
M

高
官
付
時
り
あ
ゆ
で

品
開
な
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
ど

協
力
く
だ
さ
い
。

「ゴ
s
m
w
募
総
務
」
昨
陥
商
問
志

会
で
一
括
隣
人
し
て
、
次
の
各

池
町
民
自
お
浴
で
際
交
い
た
し
ま

ず
。
取
机
叫
い
市
協
は
次
の
と
U
hソ

で
す
。ま

た
.
滅
後
後
間
用
し
て
お
ら

れ
ま
す
ポ
リ
パ
ケ
ツ
は
的
措
に
利

聞
出
し
て
い
た
だ
き
、
な
る
べ
く

地
誠
一
時
印
め
に
ど
能
力
く
だ
さ
い
。

な
恥
品
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
絞
築
制
刊

附
川
(
獲
投
式
、
鴻
地
…
一
一
短
)
泌
氏

神
仙
後
焔
刷
ど
お
守
で
す
。
判
明
た
に

巡
回
会
品
相
殺
す
る
池
町
民
に
つ
い

て
は
、
録
会
長
、
災
臨
問
団
体
長

き
ん
な
滋
し
て
ど
相
談
く
だ
吉

、。、u'品
問
翁
制
打
緩
い
の
川
端
ヤ
介
ハ
不
品
税

物
、
念
仏
関
物
切
に
つ
い
て
は

各
役
世
帯
を
健
々
に
w
閣
総
雨
明
、
接

す
る
こ
と
は
非
常
甘
い
不
総
率

で
労
働
力
の
不
廷
か
ら
収
集

が
幾
援
が
ち
の
滋
状
マ
十
。

酌
吋
会
ま
た
は
‘

F
ル
ー
プ

で
も
級
世
帯
で
す
の
で
抽
出
中
的

に
協
同
開
帥
純
潔
で
き
ま
す
よ
う

ど
協
力
く
だ
さ
い
。
収
集
n
H

等
伸
弘
毅
叫
献
に
応
じ
ま
す
G

火
の
元
に
は
注
窓
脅

多
発
し
て
い
る
尚
一
瑚
成
呂
の
事
故

き
び
し
い
裳
さ
も
や
が
て
虫

の
戸
と
共
に
し
の
び
よ
る
秋
均

気
別
院
に
ま
た
、
売
の
慈
し
い
季

僚
が
ぞ
っ
亡
参
与
ま
す
。

本
年
簡
単
十
日
い
多
か
っ
た
火
災

も
獲
の
附
問
中
H
U

主
殺
と
い
う
一
紛

で
そ
の
幾
ゑ
作
数
件
仙
、
ぐ
ん
と

神
間
少
し
て
経
り
ま
す
が
、
闘
を
M

)
場
か
ら
ボ
ヤ
、
な
か
で
も
ガ

ト
ト
丸
、
石
油
問
問
M

向
日
か
ま
の
事
故
が

れ
巾
多
発
し
て
絞
り
ま
す
の
で
，

ζ

知
れ
か
ら
一
線
校
怨
し
て
い
た
だ

に
き
た
い
も
の
で
す
。

針
及
、
必
市
内
で
発
生
し
た
同
州
u
T日

吟
け
か
ま
の
事
紋
は
次
む
と
お
ハ
ツ
で

e

ヵ

ro

m
-
:
 

付
帆
四
月
ト
む

ut叩
銭
、
附
問
符
月
一
…

一
一
十
…
関
口
尚
北
台
、
双
月
十
六
日

バ
泌
北
畠
背
中
ハ
バ
十
九
n
H
t
M
山内

れ
い
を
丹
…
足
掛
掛
戸
、
七
月
一
三
十
一

V
L
R緑
、
八
月
期
B
下
ケ
一
戸…
 

サ

と

の

時

は

い

γ
れ
も
発
見

め
と
掛
照
時
間
組
制
へ
の
通
報
日
炉
等
か
っ

山
川
た
た
め
大
事
に
笈
ら
ず
出
前
し
dz

l

め
ま
し
た
が
、
も
し
必
見
が
沼
南

籾
れ
た
号
機
は
漁
期
轄
に
叫
す
附
凶
ど
っ

ー〈

た

h

ツ
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
火
災

に
な
h

ッ
、
た
〈
事
ん
の
欄
問
答
を く…部会主翼で実施されているi{f}s~tによるジJ減収終〉

出
向
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
凶

ぞ
と
で
、
ガ
ス
、
お
油
開
制
的
ぬ

が
ま
を
使
用
し
て
い
る
山
本
箆
マ

は
枇
刊
に
次
の
こ
と
に
仲
間
怒
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

。
火
を
つ
け
る
劫
閉
じ
胤
耐
久
の

点
伎
を
一
行
な
い
畿
日
刊
の
会
拙
倒

的
捕
が
絡
ん
土
で
あ
る
こ
と
を
拙
臨

め
る
こ
左
む

@
燃
料
〔
引
制
袖
捌
)
は
必
ら
ず

火
を
つ
け
る
援
に
済
閣
紫
綬
を

入
れ
る
と
主
。
も
し
途
中
で

な
く
な
っ
た
場
合
同
帖
完
全
に

火
安
倒
的
し
て
か
ら
檎
総
す
る

こ
と
。
と
の
緩
和
心
上
下
式
の

も
の
絡
に
あ
っ
て
は
淡
し
た

つ
も
h

ソ
で
も
な
か
な
か
消
え

な
い
も
り
で
す
か
ら
泊
火
後

十
分
依
し
て
か
ら
火
が
策
会

に
補
問
え
て
か
ら
燃
創
作
念
入
れ

る
こ
と
。

品
切
器
随
時
は
裁
に
よ
く
手
入
れ

を
L
て
絞
脳
陣
部
分
に
つ
い
て

は
蕊
ち
に
絡
会
に
露
双
し
て

か
ら
附
世
間
m
す
る
こ
と
。
燈
突

等
も
よ
く
綴
除
す
る
こ
と
Q

A
V

織
的
排
出
中
は
ガ
ス
抽
出
送
、

出
張
気
掛
柑
炎
の
色
平
総
腕
明
状
況

等
に
注
意
し
絡
人
前
燃
焼
を
は

か
る
と
と

ぬ
甲
車
耐
a
H
の
佼
期
間
+
刀
法
や
終
品
開

勢
を
よ
く
承
加
持
し
て
、
亙
し

い
樹
立
い
方
に
よ
ち
訴
に
い
製
品
臨

時
同
氏
に
由
市
愈
す
る
こ
と

ψ

。

ポ

γ
ベ
、
終
判
持
続
等
ば
間
風

mM植
物
出
口
に
後
か
ず
換
気
に
削
闘

怒
し
、
ま
た
事
故
苓
に
融
問
え

て
消
呪
蝦
蹴
‘
砂
情
守
を
地
中
鵬
闘
し

て
お
，
へ
こ
と
υ

先
日
の
あ
る
務
川
叫
に
よ
る
と

淡
い
じ
文
化
工
業
同
料
品
入
会
位
制
官
州

の
フ
ジ
カ

F
K
詩
人
辺
一
…
単
一

日
お
治
川
町
誌
が
ま
は
緩
い
泣
上
の
欠

陥
が
あ
る
と
の
こ
k
.
T
仰
向
裂
で

削
級
惨
殺
を
刊
行
な
っ
て
い
る
と

の
と
色
で
す
か
ら
、
以
内
同
副
司
製
品

を
ご
佼
潟
市
叩
の
方
沖
弘
田
T

渓附抑制暗

殺
依
植
樹
さ
れ
致
協
棋
を
臥
州
中
ー
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ζ

れ
か
ら
火
災
の
多
発
す
る

拳
僚
主
な
ち
ま
す
。
火
の
一
%
は

み
ん
な
明
、
党
分
注
意
し
て
火
災

を
お
こ
さ
な
い
よ

5
に
い
た
し

ま
し
£
う
。

市
民
体
育
大
会

設
孫
子
中
指
数
管
委
員
会
主
祭

孫
子
山
印
象
育
協
会
の
共
催
に
よ

り
中
抑
制
蛸
絡
ん
灯
畑
山
念
市
民
体
育
大

会
食
行
な
い
ま
す
。

轟
柔
滋
大
会

n
M
叫
吋
…
十
一
月
一
一
…
日
午
，
初
九
時

一
口
十
分
か
ら

場
部
市
我
緩
や
中
学
品
位
体
育
附
樹

祭
し
川
内
み
一
十
月
十
五
日
ま
で

〈
十
五
口
H

拙出向。お叫間〉

郵
便
、
後
料
帥
に
て
仲
民
所

氏
名
品
十
品
市
開
制
緩

出
申
し
込
み
品
品
川
…
機
脱
出
縫

や諮一一一一

om附
後
滋
八

八
l
O
O一一一一番

参
加
刷
協
科
裕
一
時
科
孫
子
泌
氏
お
よ

ぴ
総
出
川
に
乱
期
務
し
て
い

る
索
、
明
鴻
崎
中
審

時
開
位
法
問
同
わ
な
い

令
制
問
道
大
会

g
時
吋
山
十
同
月
四
日
午
前
九
臨
吋
か

ら

正

午

ヨ

蝿
明
白
臨
明
日
中
央
公
陣
内
総

ゆ
し
込
み
一
九
月
二
十
六
日
ま

で務
制
限
、
憲
議
に
で
、
俊

郎
副
位
、
仲
間
続
.
氏
名
、

年
令
閥
抗
認

山
申
し
込
み
先
山
…
別
役
迂
附
判

栄
丸
1
五
浴
料
拍
入
ニ

ー
ニ
ス
玄
O
番

議
腐
綴
綾
田
民
参
輸
措

次
的
と
お
り
論
併
鋭
抑
恥

U

員
募
集

い
た
し
ま
す
¢

A

句
憐
職
議
柑
地
向
民
放
浴
車
骨
コ
一
名

災
対
締
高
等
川
市
校
山
時
気

付
竹
卒
お
よ
び
関
門
学
円
以
上
の
絞

殺
滋山

前
線
級
鋭
的
屯
臼
問
主
九
日
談

術
品
制
と
し
て
手
掛
一
等
制
限
迭
し

ま
す
。

げ
暗
転
手
十
尉
制

緩
鈴
子
五
名

A
V
品
開
与
や
得
点
噛
に
は
年
A
V
品料

加
算
母
う
え
格
付
け
い
た
し

ま
す
。

A
V
匁
令
閉
山
十
笈
沈
ま
で

劫
臨
時
帆
鈴
畿
地
唱
は
諸
制
捕
前
市
崎
制
緩

ハ
健
話
人
八

l
二
五
悶
七
〉
へ

お
問
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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